
＜養成講座の例＞
①講義（認知症とは？・メカニズム）
②寸劇をみて対応を考える
③認知症の人や家族の気持ちを学ぶ
④相談機関の紹介
⑤オレンジリング交付

オレンジリング

ご存知ですか？

認知症サポーター認知症サポーター
　認知症は脳や体の病気が原因で、物事を記憶したり
判断したりする機能が低下する、誰にでも起こりうる
病気です。85 歳以上では４人に１人にその症状がある
と言われています。認知症の人が記憶障害や認知障害
から不安に陥り、その結果周りの人との関係が損なわ
れることもしばしば見られます。その結果、家族が疲

れ切り、共倒れになってしまうことも少なくありません。
しかし、周囲の理解と気遣いがあれば穏やかに暮らし
ていくことは可能です。
　市は、認知症キャラバン・メイトによる認知症サポー
ター養成講座を開催し「認知症サポーター」を養成し
ています。
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